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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№１                    

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ １－１－２ 
ICT 利活用による広報・体

制の充実 
生活関連多言語ホームページの作成 

意見・質問 

 生活関連多言語ホームページでは、やさしい日本語だけでなく多

言語でも情報提供すべきだと考えます。特に災害情報など重要な情

報は、自動翻訳機に頼るのではなくネイティブチェックもすべきで

す。他県では、災害時に誤った情報が公表されたケースもありまし

た。 

 また、多言語情報の入口を分かりやすくした方がよいです。 

回答 

（人権・男女共生課） 

 

 市ホームページは、基本的に“多言語”の部分は、自動翻訳機能

に頼っています。最近は、防災情報ページ、新型コロナウイルス感

染症ページ、特別定額給付金ページをいずれも「やさしい日本語」

で作成し、外国人住民に伝わりやすいよう心がけています。 

 また、現在、外国人住民向けの情報をまとめた専用ページの作成

を担当の広報課と調整中です。 

 

 特に必要な情報については、ネイティブチェック（翻訳）したも

のを掲載することを検討しますが、緊急を要する災害情報は時間的

な問題もあり難しい課題であると考えます。 

 

 なお、災害情報に関しましては、これまで、NPO 法人に協力い

ただき、外国人住民向けに、ネイティブチェック（翻訳）したもの

を Facebookで多言語発信（英語、中国語、ポルトガル語）しても

らっています。 

また、観光庁監修の Safety tips アプリや気象庁の多言語ホーム

ページなども周知しており、正確さが担保された情報を届けられる

よう努めております。 

資料６ 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№２                    

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ １－３－１ 寄り添い支援 
【新規】多文化共生プラザでの相談事

例の共有・活用 

意見・質問 

 多文化共生プラザでは各分野の相談が蓄積されています。相談事

例を整理して、外国人住民をはじめ市民の皆さんにも公開したらい

かがでしょうか。ただ、個人情報が多数含まれていることから、相

談内容の傾向や統計的データを公表するだけでも有益だと思いま

す。 

回答 

（人権・男女共生課） 

  

 現状、多文化共生プラザの相談実績は、「事務報告書」の中で、分

野別の相談件数を掲載しています。また、年２回発行している「多

文化共生プラザニュースレター」でも、イベントの開催報告などと

合わせ相談実績を掲載しています。 

 

 「多文化共生プラザニュースレター」は、イベント参加者への配

布や窓口への設置を行っていますが、より広く周知するため、市ホ

ームページにも掲載するとともに、多文化共生プラザ Facebookで

も発信してまいります。 

 

 相談事例を掲載することで、相談窓口のＰＲや相談をためらって

いる方が窓口に来ていただくための後押しにもなると考えられま

すので、ご提案のように、寄せられることが多い相談を整理し、個

人情報に配慮しつつ、「よくある相談事例」として、市ホームページ

の多文化共生プラザページなどで公開することを検討します。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№３                   

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ ３－３－２ 医療通訳体制の研究 全般 

意見・質問 

 医療通訳は専門性が高く、命に関わることもある責任の重い仕事

です。この分野はボランティアに頼るのは限界があるため、有償シ

ステムを構築すべきと考えます。 

回答 

（人権・男女共生課） 

 

 ご指摘のとおり医療通訳は、専門性の高い業務のため、現在市で

は対応していません。 

  

 有償システム（通訳料）に関しては、全額患者負担とする場合や、

公費補助する自治体もあるようですが、人材を含め、システム構築

の可能性について研究していきます。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№４                    

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ ４－２－１ 
キーパーソンネットワーク

を活かした支援 
キーパーソンネットワークの形成 

意見・質問 

 キーパーソンネットワークについては、「第２次プラン達成見込

み」において、その形成が「Ｃ改善が必要」、関連施策も「Ｂおおむ

ね達成」、「Ｃ」、「Ｄ達成困難」の項目が目立ちます。 

 ネットワークが形成されないと、情報共有（１－２－３）、防災・

災害情報の伝達協力（３－１－１）、地区住民への啓発（４－１－

１）、外国人住民の地区行事等への参画働きかけなど関連項目も展

開できません。 

 第３次プランでは、まずネットワーク構築に集中的に取り組むの

が肝要だと考えます。 

回答 

（人権・男女共生課） 

 

 ご指摘の通り、キーパーソンネットワークの形成は、情報伝達や

地域づくりの分野において、核とも言える施策であり、これまで

個々のキーパーソンとの繋がりは作れているものの、キーパーソン

と行政との情報伝達・共有体制の構築は進んでいません。 

  

 昨年度は、キーパーソンとの意見交換会を開催し、動き始めたと

ころですが、今後も研修会開催などをとおしてネットワークの構築

を目指していきます。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№５                    

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ １－１－１ 
多言語生活ガイドブックの

利用促進 

転入時に「多言語生活ガイドブックを

配布（ＱＲコード） 

意見・質問 

 配布だけだと見ない恐れがあるので、「どういう内容か」「なぜ見

る必要があるのか」という説明もした方がいいと思います。 

 また、ガイドブックだけでなく、説明文書などは、文字だけでな

く、写真・図・絵・サンプルなどを含めた方がいいと思います。 

回答 

（人権・男女共生課） 

 

 現在、市民課の窓口で転入された外国人住民に以下を配布してい

ます。 

①多文化共生プラザのチラシ（多言語相談員のシフト表付き） 

②パンフレット（生活ガイドブックＱＲコード、防災ハンドブック

ＱＲコード、さんあ～るＱＲコードなどを記載したもの） 

③リーフレット（転入に伴い必要となる住所変更などの手続きや担

当課を案内するもの） 

  

 今後、必要性をお伝えしつつ配布ができるよう担当課に依頼しま

す。また、ご提案の効果的な配布方法につきましては、外国人委員

の方にもご意見をいただきながら対応してまいります。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№６                    

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ ４－１－３ 交流イベントの開催 
多文化共生に関する交流イベント情

報の収集と提供 

意見・質問 

 「多文化共生プラザ Facebookで積極的に情報発信します」とあ

りますが、Facebook だけでなく、若者により使われている

Instagramでも発信した方がいい。 

 また、１回の発信は、ひとつのサイト（SNS）だけでなく、市 HP

や多文化共生プラザ Facebook、市役所の観光部署、NPO、キーパ

ーソンなど、いろいろなサイトからの発信ができた方がよい。 

回答 

（人権・男女共生課） 

  

 これまで、交流イベント情報は、広報まつもと、多文化共生プラ

ザ Facebook、プレスリリースなどにより、発信していましたが、

昨年度からプラザを運営する NPO法人 CTN の Instagramでも情

報を発信いただいております。 

 ご指摘のとおり、幅広い年代に情報を発信するには、さまざまな

ツールを活用することが重要であることから、プラザ SNS に限ら

ず、市公式 SNS やキーパーソンをとおした情報発信を積極的に行

っていきます。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№７                   

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ ２－１－１ 
ガイダンス等活用による学

校関連情報の周知 

関係機関との連携による入学前ガイ

ダンス周知 

意見・質問 

 入学・進学前ガイダンスの周知について、第２次プランでの評価

は、「Ａ達成」となっている。周知は達成しているかもしれないが、

実際の受講者（家庭）は、ごくわずかである。 

 第３次プランでは周知だけではなく、実際の受講者（家庭）数の

増加を目標にすべきではないか。 

回答 

（学校指導課） 

 ご指摘の通り、第２次プランの中で各ガイダンス（小学校入学前、中学

校進学前、高校進学前）での学校関連情報の周知は進みましたが、実際の

参加家庭は少ないという実態がありました。 

 第３次プランで示す具体的施策にも各段階でのガイダンスの継続実施

を明記する方向ですが、ニーズのある家庭が参加しやすいような実施時

期、会場、内容について検討します。ガイダンスの参加者増を目指すのは

もちろんですが、ニーズのある家庭の集住地域の動向が年ごとに異なるこ

とや生活様式が多様であること等から、すべての家庭の参加を目指すのは

難しいと考えます。各園・学校から必要な情報が滞りなくニーズのある家

庭に伝わるよう配慮するとともに、これまでと同様、ニーズがある家庭に

ついての情報を各園・学校と確実に共有できるようにすることが必要で

す。 

 

（保育課） 

多言語版・就学案内のパンフレットを公立・私立保育園・幼稚園・認定

こども園、認可外保育施設に配布を依頼し、就学前ガイダンスの実施につ

いて知ってもらうようにしています。 

また、それぞれの園では、毎日、保護者と接し、家庭状況をより把握し

ている立場として、対象と思われる保護者に対しては、見落としの無いよ

うに声をかけたり、必要と思われる家庭に、就学前ガイダンスへの出席を

勧めたりすることで、必要な家庭に周知徹底しています。 

就学前ガイダンスの対象者は、年度ごとに増減があるため、一律に受講者

を増やすことを目的にするのではなく、市では今後も周知徹底を図ること

とし、受講希望者には適切に対応することが必要と考えています。 
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令和２年度第２回松本市多文化共生推進協議会 意見・質問回答書 

 

№８                   

資
料
№ 

具
体
的
施
策 

- 

方
向
性 

- 

基
本
目
標 

具体的施策 事業の内容 

４ ３－３－１ 多言語表示・案内の促進 全般 

意見・質問 

 第２次プランでは、「Ｄ達成困難」が多く見受けられる。第３次プ

ランにおいて達成に近づけるために、現在の課題は明らかになって

いるのか。また、新たな方向性を持って、プランを立てているのか。 

回答 

（松本市立病院） 

 

課題として、院内の表示についてただ名前を表記すればいいというもの

ではなく、病院へ来院した方がどの場所へ行っても迷わない対策が必要で

す。 

色をつたっていけばたどりつくといった色分け、色がわからない目の不

自由な方のために点字表記といった新たな方向性を考えております。 

現時点では、上記の方向性はあるものの、ほんの一部としており、ほか

にも良い方法があるのではないかということで、他院からの情報収集を行

い、病院建設と並行してプランを立てていこうと考えています。 

 

 

（医務課） 

 

 医務課が所管する診療所（５診療所、夜間急病センター）においては、

診療所の業務を行う中で、外国人に配慮した指さし会話帳、多言語翻訳機

などの整備やスタッフによる英会話での対応はできている。多言語表示に

ついては、外国人利用者の母国語の把握をするとともに、表示の作成を行

っていきたい。 

 しかし、市内の診療所に対する整備や現状の把握は、松本市医師会等関

係団体の協力を得ながら、連携していくことが必要であり、調整が難しい。 

まずは、市内診療所等のニーズが確認できていないので、ニーズを把握す

るため、関係団等への聞き取りを進めていきたい。 

 


